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地域福祉保健計画の地区別計画策定・推進の中で、地域ごとに必要な資源開発の話が出てきています。今後も
地域の情報を確認しながら地域と共に資源開発を地域ケアプラザ全体で取り組んでいきます。

□ 区からのコメント

令和４年度 横浜市岩崎地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
（地域の現状）
地域ケアプラザは6連合地区（保土ケ谷地区・保土ケ谷南部地区・保土ケ谷中地区・岩井町原地区・保土ケ谷東部地区・岩間地区）の
広域エリアを担当しています。各地区で課題等はありますが特に高齢化率の上昇、高齢者単身世帯の増加により今まで以上に地域
支援が必要とされている現状であります。令和5年度には横浜市保土ケ谷地域ケアプラザが開設されることにより担当エリアが分かれ
る予定です。
（今後の方向性）
地域福祉保健計画の地区別計画の推進や地域との顔の見える関係づくりの推進、関係機関との連携強化を図っていく必要がありま
す。地域福祉の推進において重要な役割を果たしている地域住民を主体とした話し合いの場やグループ活動等が、地域の中に広が
るよう支援し、子育て・障害者・高齢者を地域で支えるコミュニティ及びネットワークの構築を推進します。また横浜型地域包括ケアシ
ステム構築のため、各団体等が地域の資源と課題を共有し、有機的な連携が図れるように支援する必要があります。また新設地域ケ
アプラザが開設されるまでに地域で話し合いができる基盤を整備する必要があります。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

6職種会議、包括カンファレンス、地区支援チーム会議を通じて、地区情報の把握、地域福祉保健計画の推進状
況の確認を行うことにより、地区支援チームとして方向性を一致していきます。
住民主体の支援をはじめ課題解決に向け、地区支援チームは専門性を活かしながら地域と地区支援チームが同
じ目標に向かって進めるように働きかけを行います。

団体立ち上げに向けて協議体を実施したり、話し合いの場に参加し、支援します。
活動団体が安定的・継続的に活動できるよう、スキルアップを目的とした支援（モチベーションアップ、体力測定
等）を実施します。また団体の課題やニーズを団体間で情報交換ができる場づくりを設定します。

年1回以上の職員意向調査を兼ねた職員面接を実施します。また、年2回以上実施する全体職員会議の中で倫
理規定やコンプライアンスの遵守に関する研修を行い、組織全体で安全な業務遂行に取組みます。
毎朝のミーティングで個人情報の取り扱い、基本ルールの厳守、健康管理の留意（衛生管理）等の注意喚起を継
続実施します。

地域の方たちとの関係を維持していきます。今後も、企業や専門職との関りも継続できるよう、会議後の報告や進
展などを伝えていきます。また、会議後、必要に応じてに個別支援活動や地域の中でネットワークの構築を進めて
いきます。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

管理者　１名
生活相談員(介護職員兼務)　　４名
看護師　４名　　介護職員　１０名
運転手　０名　　栄養士　　　１名
調理員　４名　　事務員　　　  1名

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

●通所介護　１割負担分
要介護１　　７０３円　要介護２　　８２９円
要介護３　９６１円
要介護４　１０９２円　要介護５　１２２５円
ｻｰﾋﾞｽ提供体制加算Ⅰ　  ２４円
中重度者ｹｱ体制強化加算 ４９円
●介護予防・第１号　１割負担分
事業対象者　１７９３円　要支援１　１７９３円
要支援２　３６７５円
サービス提供体制加算Ⅰ　要支援１　 　   ９５円
要支援２　    １８９円
食費負担　８００円     介護職員処遇改善加算    総単
位数×４．３％
介護職員特定処遇改善加算   総単位数×１．２％

介護支援専門員や他事業所と綿密な連携をとり、ご利用者様が
自立・安定した生活が送れるよう、状態を把握し、身体状況の維
持・向上を図ります。個別機能訓練（通所介護対象）では、ご希望
者対象にご本人様・ご家族様の要望に沿った目標・プログラムを
作成し個別メニューで実施します。

【実施日数】　週７日
【提供時間】　９：００～１６：３０
【定員】　３５名

【実施日数】
【提供時間】
【定員】

【実施日数】
【提供時間】
【定員】

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

利用者本人が目標を理解した上で、その達成のために必要なサービスを
主体的に利用して、目標の達成に取り組んでいけるような計画を作成し、
実行していきます。

主任介護支援専門員（管理者兼務：1名）：1名＜加配分1名増員予定＞
保健師職：1名＜加配分1名増員予定＞
社会福祉士：2名
事務員：1名

居宅介護支援事業

利用者の心身の状況、生活環境に応じてご本人が自立した生活が送れ
るよう、各関係機関と連携を図りながら、適切な計画を作成する。また月４
回の会議を実施したり、他事業所と事例検討会を行い処遇困難ケースに
ついての方針を話し合ったり、各ケースの問題点を検討し、質の高いサー
ビスを提供していきます。

主任介護支援専門員（管理者）：1名（兼務）
主任介護支援専門員：1名（専従）
介護支援専門員：2名（専従）

介護保険法の規定により定められた介護予防支援に係る費用の額

介護予防支援費　　　　　　　4,285円
初回加算の場合　　　　　　　7,220円
初回・連携加算の場合　 　10,155円

介護保険法の規定により定められた居宅介護支援に係る費用の額
（介護支援専門員1人当たり利用者数が40人未満の場合）
要介護1 ・ 2   11,965円
要介護3～5　 15,545円
通常の実施地域以外への交通費の実費（公共交通機関等の交通費）

令和４年度横浜市岩崎地域ケアプラザ事業計画書（施設運営、介護保険事業）

利用者、住民、地域団体、事業者等に対して公正中立な立場で対応します。
・職員が公正・中立でなければならないことを理解している。
・個別支援にあたり、サービスが特定事業者に偏らないように配慮します。
・利用者本人、家族の意思を尊重していきます。
・利用者に事業所一覧を提示する等、複数の選択肢があることを説明します。
・年１回以上の利用者アンケートの実施を行います。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

法令遵守を徹底し、サービスの質の向上に努めていきます。
・毎朝、基本ルール・個人情報の取り扱いの注意喚起を実施します。
・チェックリスト（別紙）を用いて定期的に自己点検を実施します。
・個人情報の重要性を認識し適切な取得、利用、提供、管理します。
・予め予測できる危険については積極的に対処していきます。
・事件・事故等が発生した場合、迅速な報告、適切な対応に努めます。
・日常的に衛生管理・感染症対策を図っていきます。



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

16,715,891 16,715,891 16,715,891 横浜市より

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0

16,715,891 0 16,715,891 0 16,715,891

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,087,222 0 12,087,222 0 12,087,222

8,205,722 8,205,722 8,205,722

875,000 875,000 875,000

2,803,500 2,803,500 2,803,500

56,000 56,000 56,000

31,000 31,000 31,000

110,000 110,000 110,000

6,000 6,000 6,000

1,637,000 0 1,637,000 0 1,637,000

30,000 30,000 30,000

150,000 150,000 150,000

0 0 0

150,000 150,000 150,000

300,000 300,000 300,000

21,120 0 21,120 0 21,120

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 21,120 21,120 21,120

その他 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

30,000 30,000 30,000

50,000 50,000 50,000

30,000 30,000 30,000

0 0 0

0 0 0

875,880 875,880 875,880

400,000 0 400,000 0 400,000

0 0 0

400,000 400,000 400,000

0 0 0

5,705,169 0 5,705,169 0 5,705,169

4,247,169 4,247,169 4,247,169

747,000 747,000 747,000

116,000 116,000 116,000

595,000 0 595,000 0 595,000

空調衛生設備保守 309,000 309,000 309,000

消防設備保守 46,000 46,000 46,000

電気設備保守 78,000 78,000 78,000

害虫駆除清掃保守 24,000 24,000 24,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 138,000 138,000 138,000

0 0 0

0 0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

20,303,391 0 20,303,391 0 20,303,391

△ 3,587,500 0 △ 3,587,500 0 △ 3,587,500

0 0 0 0 0

400,000 0 400,000 0 400,000

△ 400,000 0 △ 400,000 0 △ 400,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 21,120 0 △ 21,120 0 △ 21,120
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和４年度　「横浜市岩崎地域ケアプラザ」

収支予算書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

40,525,688 40,525,688 40,525,688 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0

46,481,688 0 46,481,688 0 46,481,688

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

41,577,688 0 41,577,688 0 41,577,688
23,195,000 23,195,000 23,195,000
5,784,000 5,784,000 5,784,000

11,735,688 11,735,688 11,735,688
90,000 90,000 90,000
52,000 52,000 52,000

705,000 705,000 705,000
16,000 16,000 16,000

1,715,000 0 1,715,000 0 1,715,000
35,000 35,000 35,000
12,000 12,000 12,000

0 0 0
48,000 48,000 48,000

314,000 314,000 314,000
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

10,000 10,000 10,000
58,000 58,000 58,000
7,000 7,000 7,000

0 0 0
0 0 0

1,231,000 1,231,000 1,231,000
1,264,000 0 1,264,000 0 1,264,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

240,000 240,000 240,000
154,000 154,000 154,000
240,000 240,000 240,000

0 0
1,799,000 0 1,799,000 0 1,799,000
1,359,000 1,359,000 1,359,000

200,000 200,000 200,000
31,000 31,000 31,000

209,000 0 209,000 0 209,000
空調衛生設備保守 82,000 82,000 82,000
消防設備保守 12,000 12,000 12,000
電気設備保守 21,000 21,000 21,000
害虫駆除清掃保守 6,000 6,000 6,000
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 88,000 88,000 88,000

0 0 0

0 0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

46,481,688 0 46,481,688 0 46,481,688
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
634,000 0 634,000 0 634,000

△ 634,000 0 △ 634,000 0 △ 634,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和４年度　「横浜市岩崎地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



令和４年４月１日～令和５年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

4,568 4,568 23,038 23,038 83,966 83,966 0

0 0 0 569 0 569 6,999 0 6,999 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 6,999 6,999 0

認定調査委託料 0 0 569 569 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

4,568 0 4,568 23,607 0 23,607 90,965 0 90,965 0 0 0

2,198 2,198 20,354 20,354 67,111 67,111 0

100 100 1,418 1,418 5,519 5,519 0

100 100 20 20 4,815 4,815 0

370 370 985 985 7,615 7,615 0

0 0 10 0 10 5,295 0 5,295 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 5 5 0

消費税 0 0 10 10 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 0 0 0 0 0 0

積立金支出 0 0 0 0 790 790 0

拠点区分間繰入金 0 0 0 0 4,500 4,500 0

0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0 0 0

2,768 0 2,768 22,787 0 22,787 90,355 0 90,355 0 0 0

1,800 0 1,800 820 0 820 610 0 610 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和４年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

収
入

科目 第1号介護予防支援・介護予防支援 居宅介護支援 通所介護・第１号通所介護

施設名：横浜市岩崎地域ケアプラザ



横浜市岩崎地域ケアプラザ

1
区内7包括主マネ合同ケアマネ
連絡会

平成18年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

委託を受けていただいている事業所を始
め地域のケアマネジャー対象に研修会を
開催し、個々のケアマネジャーのスキル
アップを図る。

６：事業者 7

4月：事例検討会（がん末期の方の自己決定支援に
ついて）、5月：聴こえと補聴器について、6月：パーキ
ンソン病気ついて、9月：アセスメントについて、11月：
苦情対応について、12月：8050問題家族支援につい
て、1月：介護予防・介護予防ケアマネジメント伝達研
修、2月：精神疾患について

2
区内7包括主マネ合同主任ケ
アマネ連絡会

平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

区内主任ケアマネジャー対象に、ファシリ
テーションについて講義及びグループ
ワークを開催し、主任ケアマネジャーとし
てのスキルアップを図る。

６：事業者 7 12月：ファシリテーションについて

3 多職種連携会議全体会 平成26年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域の医療関係者（医師、歯科医師、薬
剤師、看護師、相談員等）、地域の介護事
業所（居宅介護支援事業所、訪問介護事
業所、訪問看護事業所、通所介護事業所
等）多職種の方々との連携強化を図る。

６：事業者 7
MCSの運用、活用についての周知等。11
月17日予定

4
岩崎地域ケアプラザ民生ケア
マネ連絡会

平成18年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

担当エリアの民生委員、委託先のケアマ
ネジャーと、日頃お互いが困っていること
等について意見交換、連携強化を図る。
今年度もコロナ禍の為、2回に分けて行
い、お互いの仕事の内容（流れ）等を理解
し連携を深める。

６：事業者 7

コロナ禍でもあるので2回に分けて民生委員、
エリアのケアマネジャーに参加いただき、民生
委員の取り組み、ケアマネジャー、事業所の業
務の流れ、をお互いに理解し、どのような連携
が出来るのか検討していく。

5
地域自主活動グループ
活動支援

令和3年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させる
ねらい

コロナ禍において活動している、地域活動
グループの実態を把握する。地域活動グ
ループの活動支援。活動のモチベーショ
ン維持・向上を図る。

１：高齢者 5
活動グループに対してモチベーションの維
持及び活動力アップにつながる体力測定
や健康講座等を実施。年2～3回程度

6 キャラバンメイト連絡会 平成18年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させる
ねらい

認知症理解の普及･啓発及び見守りネット
ワークの構築。

５：地域 7
認知症サポーター養成講座の開催に向
けての調整や実施。
年10回程度。

7 認知症サポーター養成講座 平成18年度
７：共催（１と２と
３）

２：発展させる
ねらい

認知症理解の普及･啓発

５：地域 7
認知症サポーター養成講座の実施。
年2回程度

8 出張講座 平成18年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

介護予防、介護保険制度、権利擁護の普
及・啓発、ケアプラザの機能についての周
知等 ５：地域 7

・地域住民対象
・会場　各自治会町内会館等
＊自治会、町内会、老人クラブ、各種団体
等を対象に地域のニーズに応じた講座を
実施

9 ちくちくサロン 平成28年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

裁縫を通じた誰でも気軽に集まれる場の
きっかけ作りおよび社会貢献（社会参加）

１：高齢者 5

・地域住民対象
・会場　岩崎地域ケアプラザ　ボランティアルーム
・年10回。毎月第３水曜日12～15時
オープンサロン形式にて実施
＊年2～3回程度　地域の福祉施設への寄贈及び施
設見学を実施

10 玄米ダンベル体操 平成28年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

地域での体操をツールとした集える場の
提供
自主的活動の普及・啓発(担い手養成・団
体設立)

１：高齢者 5

・地域住民対象
・会場　太陽の國ほどがや
・年10回。毎月第３金曜日13時半～15時

11 ダウン症の会 平成24年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

ヒップホップダンスを通じたダウン症の子
と保護者の集いの場を提供

２：障害児・
者

5

・ダウン症の子と保護者対象
・会場　岩崎地域ケアプラザ　多目的ホー
ル
・年12回程度。毎月第１土曜日10～12時

12 こどもランド 平成16年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

親子の居場所作り
参加者同士（親と子）の交流の場を提供

３：養育者及
び乳幼児

5

・未就園児の子と保護者対象
・年22回程度。毎月第2月・第3土曜日10
～14時
＊内容によって区地域子育て支援拠点
こっころ等と共催にて実施

13 リズムあそび 平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

リトミックを通じた発育促進
親子で集える場の提供と世代間交流

３：養育者及
び乳幼児

5

・未就園児の子と保護者対象
・会場　岩崎地域ケアプラザ　多目的ホー
ル
・年9回程度。原則毎月第1水曜日10～11
時半

14 大人のヨガ教室 平成27年度５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

リラックスヨガを通じたコミュニティづくり
自主的活動に向けての普及・啓発
ケアプラザの周知 ５：地域 1

・地域住民対象
・会場　帷子町会館
・年10回程度。毎月第3木曜日10時～11
時半

15 わくワク体操×とくトク講座 平成29年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

岩井町原地区における住民の健康意識
の向上を図る
今後も住民主体で継続的に活動していく
ためのキッカケ作り

１：高齢者 5

・岩井町原地区対象
・会場　太陽の國ほどがや又は富士見台
公園
・年2回程度実施予定

16 プラザまつり 平成26年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

こどもから高齢者まですべての年代の
方々を対象としたお祭りを実施すること
で、地域の方々にケアプラザの周知をし、
地域住民との顔の見える関係作りを構築
することを目的とする。

５：地域 7
・地域住民対象
・会場　岩崎地域ケアプラザ
・年1回程度実施予定

令和４年度　自主事業計画書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

17 福祉教育授業の参加 平成28年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

福祉教育を進めていく中で学齢児から地
域福祉の事に関心をもってもらい将来の
担い手育成へ繋げていくキッカケ作り ４：子ども・青

少年
5

・区内在学の小中学生対象
・会場　各小中学校
＊地域ケアプラザの機能について・地域福祉
について・高齢者疑似体験等
学年、世代によってテーマを変えた内容を実施
する。

18 ほっとフレンズ 平成20年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

① 普段は、学校と家庭の往復になりがちな障がい
児に、「新たな出会いの場」「生活経験を拡大できる
場」「充実したひと時を過ごせる活動の場」を提供す
る。
② 障がい児を抱えた家族のレスパイトを図る。
③ 障がいに理解のある地域のボランティア・学生ボ
ランティアの育成を図る。
④ 関係諸学校及び団体との協力関係を深め、区内
の地域ケアプラザが、障がい児の支援における地域
ネットワークの一員となるように継続的に努める。

２：障害児・
者

4

・保土ケ谷区内小学生～高校生の障がい児対象
・年2回。
＊参加者とボランティアがペアになり、おまつりとイ
ベント等を楽しめる内容で実施予定。

19 ほどがや区民まつりの参加 平成20年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

区民が多数来場する「区民まつり」に区内全てのケ
アプラザの担当職員が参加することで、顔の見える
関係づくりを図る。
そして、ケアプラザが地域住民にとって身近で気軽
に相談・活動できる施設であることを理解していただ
き今後の福祉保健活動へとつなげる。

５：地域 5
福祉保健センター１区分を使用し、ケアプ
ラザの周知を行う。

20 もくようびのすまいる 令和2年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

居場所づくり、福祉・地域情報の発信、介
護者支援を総合的に行う。

５：地域 7

地域情報の展示、ミニ講座、福祉用具の
展示等誰もが気軽に足を運べる場の提
供。
年6回開催予定（偶数月　第3木曜日11：
00～15：00）

21 岩崎サポートネットワーク 平成26年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

貸室においての注意事項等の確認や団
体間の交流および協力体制の構築
介護予防の普及・啓発、インフォーマル
サービスの周知

７：その他 1

・地域住民、貸室代表者、ケアマネジャー等対
象
・会場　岩崎地域ケアプラザ
年1回実施予定。
＊活動団体紹介および体験会の実施と関係
機関等との情報交換会の実施

22
瀬戸ケ谷町自治会防災イベン
ト

令和2年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

①地域住民や地区の役員が多数参加する祭りに参
加させていただき、顔の見える関係づくりを行う。
②地域ケアプラザ身近で気軽に相談・活動できる施
設であることを周知する。
③出張相談を兼ねて総合相談を受けると同時に地
域ニーズ把握を目的とする。

５：地域 5 地域ケアプラザ周知ブースの設置

23 活動団体継続プロジェクト 令和3年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

①新型コロナウイルスの影響等により団
体継続が困難になった団体に対してのモ
チベーションアップや取組継続に対する講
座やアドバイスを実施することでより活動
団体の維持・継続を目的とする。

５：地域 7
団体に合わせた継続プログラムの作成や
専門講師により指導等を実施
年数回（必要に応じて実施）

24 権利擁護相談会 平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

・権利擁護に関する普及啓発、個別相談
の対応のため。

１：高齢者 6
専門職による出張相談、相談会。年12回
程度




